
（別紙様式１） 
 

平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
 
 

学 校 名 山県市立梅原小学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月９日（日） 

 

実 施 概 要 

  
 地域・保護者参加型の行事「ゆう・友・ふれあいフェスタ２０１４」 
  ・理科実験工作 
  ・地域の方が作ってくださった豚汁と、PTA役員の方が作ってくださ

った非常食による昼食 
  ・山県市舞台芸術振興会ピックアップアーティストによる音楽鑑賞会 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ■文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  □授業公開 □成果発表 ■交流活動 ■講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者 ９２ 人 
計 １５４ 人 

地域関係者 ６２ 人 

 

実 施 状 況 

8:30～     PTA役員 非常食、お茶準備 

9:45～11:50  （１）開会式 

        （２）理科実験工作を楽しもう。（親子で製作） 

           ・ペットボトルと風船の空気砲 

           ・のぼるおもちゃ ・ストローの竹とんぼ 

           ・３Ｄボックス 

11:50～12:45  （３）わいわい がやがや 豚汁タイム              
            校区のＪＡ女性部の方に、現５年生が４年生時に仕込んだ味
           噌を使って豚汁を作ってもらい、参加者全員で食べた。 

13:15～15:00  （４）みんなで音楽を楽しもう                  
 山県市舞台芸術振興会ピックアップアーティストを招き、演
奏を聴いた。事前にリクエスト曲を全家庭に募り、１位になっ
た曲に６年生が振り付けを考え、当日は地域の方に教えて、踊
りを交えて全員で合唱した。地域の伝統芸能である梅原音頭を、
職員と出演者で合奏した。  

        （５）閉会式 

 

成果及び課題 

 保護者、祖父母、地域の方、保育園児、ボランティアの中学生等が参加し、地域の絆

をさらに深めることを願い、交流活動を行った。６年生の児童が、開・閉会式の進行、

午後の音楽鑑賞会の振り付けを担当し、当日も堂々とやり遂げることができた。PTA本

部役員、地区委員、学級委員、JA女性部、青少年育成推進会議の方々の協力を得て、楽

しい１日を過ごすことができた。                        

 ＜参加者の感想より＞                            

○理科実験、昼食、音楽会の全てでとてもよい時間を過ごすことができた。生の演奏を

 聴くことは、なかなかできないので、子どもにとってもとても幸せなことだと思った。

○理科実験では、身近な物を使って楽しむことができた。              

○豚汁は本当においしく、前日から女性部の方々が準備くださったことを有難く思った。

 ＜課題＞                                  

 ・青少年育成市民会議の行事として位置付いているが、運営面のほとんどが学校とな

  っており、職員の負担となっている。予算的にもゲストを招いての会は難しい。地

  域のニーズと現状と本来の意図を踏まえ、活動内容の精選を図る必要がある。 

 


